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京 都 大 学 講 師St.Vincent'sHospita1,Jacksonville,Fla.病理 学 研 究 員
友 吉 唯 夫
泌 尿 器 科 手 術
MayoClinicのHacker,P.K.らの 吻合 器 を 用 い て の イ ヌ切 断 尿 管 吻合 は 効 果 的 で あ り,腎 機
能 も保 全 され,尿 管 電 図,尿 管 内圧 を 指 標 と してみ た 尿 管 運 動機 能 回復 も早 く,1カ 月 後 組織 豫 で 筋
層 の完 全 な再 癒 合 が 完 成 して い る.翻 転 した移 行 上 皮 が 異 所 性骨 形 成 を 起 す こ ともな い.Priapism
の手 術 的 療 法 と してRhamy,D.E.はCorpus-SaphenousShuntを5例に行 ない 著 明 な効 果 をみ
て い る。Shuntは 正 常 の 循環 が復 元 す れ ぽ 血 栓 化 され,性 的機 能 も回 復 して い る.Winter,C・C.
も映 画 で 同様 の手 術 を 紹 介 した.海 綿 体 内に ヘ パ リソを 注 射,一 側 のみ の吻 合 で 軽減 せ ぬ と きは 両側
行 う.術 後 陰 茎 に 血 圧 計 を 巻 き20mmHgの 圧 を 加 え て海 綿 体 内血 液 を放 逐 し よ うとい うもの で あつ
た.Barnes,R.W.とBohne,A.W.は 各 々TUR映 画 を 紹 介 した.Barnesは6時,Bohneは
9時(3時)か ら切 除 を 開 始 す る よ うだ.TURに 関 し て は 他に3つ 演 題 が あつ た.Dowd,J.B.ら
はLaheyClinicで1955-1964の10年間 に 行 なわ れ た1256例 の前 立 腺 摘 除 のTUR(80%)と
Open(20%)とを 比 較 した統 計 的 観 察 を 述べ,追 加 と してMayoClinicのResectionistであ る
Thompson,G.」.は開 放 手 術 に 匹 敵 す る量 の組 織 をTURで 除 去 で き死 亡 率 も次 の如 く少 な い と強
調 した.



























尿 路 感 染 症
Kaveggia,L.らはイヌを用いて膀胱撮影でRefluxのないのを確かめたのち一側に腎痕術を行な
い腎痩を通じて細菌を注入,人 為的上部尿路感染を惹起せしめると2～6週 後に 同側又は両側性に
Refluxが見られるようになるという.Hinman,F.Jr.と東大新島助教授の研究は家兎をPseudo-
monasaeruginosa抗原にて感作せしめたのち 腎孟内に 同種病原菌を注 入して 腎孟腎炎の進展情
況を観察し,感作群は対照群に比し急性期には腫脹,膿 瘍,腎 乳頭の壊死などは軽微であるので予防
的効果を認めるが慢性期になると差異はなく同様の慢性腎孟腎炎像を示 した.又 腎感染に関するシソ
ポジウムがあつて病理学者1,泌 尿器科3,内 科4計8名 により腎孟腎炎の病理,免 疫,尿路通過障
害との関係,感 受性の問題,治療等が討議された.広 島ABCCに いたYale大のFreedman,L.R.
はEstrogen支配下に腎孟腎炎に対する感受性が高まることを強調していた.
腎機能 ・腎性高血圧
この 領 域 の発 表 は 少 な かつ た.Lilien,O・M.はPhotographicMicropunctureを使 用 し氷 結 晶
の溶 解 経 過 を以 て 尿 細管 滲透 圧 の 推 移 を反 映 せ しめRenalCountercurrentSystemをきれ い に 描
出 し て いた.Murphy,G.P,は 腎 動脈 血HematocritとRBF,腎血 流 抵 抗,尿 量 との 関 係 を 実 験
的に 観 察 し,低Hct(25%)で はRBF高 値,抵 抗 減 少,尿 量 増 加,高Hct(50%)で は そ の 逆 の
効 果 を 認 め て い る.(参 照Invest.Urol.,1:387-393,1964).その他Simmons,J.L.は本 態 性





にょって示した,こ れに対しHinman,F.Jr.は平滑筋は再生すると述べていた(参 照:日 本泌尿
器科学会招請講演,1962,東京).
会長講演はDr・Chute,R・が第1に 医学部における泌尿器科学の授業を充実せしめること,第2
に小児泌尿器科をよくこなし,最近発達した泌尿器科的検査手技にも習熟した よくトレーニングされ
た泌尿器科医の養成,第3にJohnson政府の医療社会政策批判といつた点を強調していた、招請講
演はCalifornia大学教授の原子力化学者Dr.Libby,W.F.がRadiocabonDatingとL・う泌尿
器科と直接関係のない口演をした.かつて原爆のマンハッタン計画にも参加し,ア イク政権下の原子
力委員会のメソバーでもあつたノーベル化学者(1960)である.
以上総体的にみると比較的新鮮味に乏しく,画期的な研究が少なかつた割にレジデソ トの教育に適
したような手術映画などに多 くの時間がさかれていたという気がする.しかし学会の発表はごく一部
でありその底流に多くの仕事がなされているに違いない.会場には星条旗が置かれ国家的威信のもと
に行われているとい う雰囲気を感じさせる.会長のDr・ChuteとセクレタリイのDr.Flocksとが
終日壇上を離れず・司会 ・運営に,ま た口演者への指示やマイクとりつけに多忙の様子であっ五、ス
ライドは殆んどラソターン スライドが用いられ,ホ テル専属の映写技師(Projectionists)がスラ
イド係をっとめていた.そ の他口演者,発言者は少なくともその問題に関して充分の経験を もち発言
の内容がその実力に直結しているという印象を うけた.次年度(1966)はシカゴ市で会長Dr.Jewett,
H.J,のもとに行われる.
